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0a のとき 

増減表より、
a

x
3

2
 のとき極大、 ax
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 のとき極小となる。 

 

極大値と極小値の差を )(ag とすると 

 






















































322 9

1

3

2
4

3

1
1

3

1
4

1

3

2
4

9

4
3

3

2

aa
aa

aaa
a

aaa
f  

 





















































a
aa

a
aa

a
aaaaf

1

3

2

9

1
4

1

3

1
1

3

1
4

1

3

2
4

9

4
3

3

2 322  

 
3

3

33

3

1

9

41

3

11

9

1
4

1

3

2

9

1

9

1

3

2
4)( 














































a
a

a
a

a
a

a
aa

aa
aag  

)(ag が最小となるのは、
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 が最小のときである。 
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 のとき、すなわち 12 a のときで、 0a より 1a  
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0a のときとの対称性から、 1a において最小となる。 

 

以上により 1a  ……(答)  )(ag の最小値は
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32
である。 


